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たかはし　あきお／
千葉県生まれ。アジア経済研究所を経て、現在東京大学東洋文化研究所教授。ミャ
ンマー国内200カ村以上を訪問して、農村社会経済研究を進めており、『ビルマ・
デルタの米作村』（アジア経済研究所）、『現代ミャンマーの農村経済』（東京大学
出版会）等を著す。
　
昨今のミャンマーの体制変化に関わる論評で
少し気になることがある。
「民主化か自由化か」
と
か、
「
上
か
ら
の
民
主
化
と
自
由
化
」
と
い
っ
た
議
論を時折目にすることである。　
ま
ず
は
「
民
主
化
」
と
「
自
由
化
」
を
私
な
り
に整
理
す
る
こ
と
から
始
めよ
う
。
人
々
が
自
ら
を
統
治
す
る
こと
を
民
主
主
義
と
定
義
し
、
これ
に不
可
欠で
あ
る
自
由
で平
等
な
選
挙
、
結
社や
集
会
の権
利
、
言
論
や
出
版
の自
由
等
が
進
展
す
る
こ
とを
「
民
主
化
」
と
す
る
な
ら
ば
、
ミ
ャ
ン
マーの
民
主
化
は
明
ら
か
に
加
速
して
い
る
。
一
方
「
自
由
化
」
を
前
体
制
下
で
の
統
制
や
管
理
を
撤
廃
な
い
し
は
緩
和
す
る
こ
と
と
定
義
し
、
これ
が
専
ら
経
済に
つ
い
て
使
用
さ
れる
こと
を
考
慮
す
る
な
ら
ば
、
流
通
、
金
融
、
貿
易
な
ど
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
自
由
化
も
進
捗
して
い
る
。
議
会の四
分の
一
は
軍
人
の
指
定
席で
あ
る
こと
、
メディ
ア
法
制
定
に関
す
る
議
論
に
み
ら
れ
る
よ
う
に各
論
で
は
表
現
の自
由
に
制
限
が
加
え
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
こと
、
貿
易
や
投
資
に関
す
る
直
接
、
間
接
の
規
制
が
残
存
し
て
い
る
こ
と
等
に
象
徴
さ
れ
る
様
々
な
課
題
は
あ
る
も
の
の
、
変
化
の
ス
ピ
ー
ド
を
み
る
な
ら
ば
、「
自
由
化
も
民
主
化
も
」
急
速
に
進
ん
で
い
る
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
　
元々「自由化」は一九八八年のクーデターで
登場した軍事政権が掲げたものであった。経済さ
え
自
由
化
す
れ
ば、
「
民
主
化
」
を
棚
上
げ
し
て
お
いても、当時のＡＳＥＡＮ諸国がそうように、西側諸国からの投資、援助、そして市場の提供があるはずであった。だが翌八九年に冷
戦
が
終
結
し
て、
軍
政
の
目
論
見
は
空
振
り
に
終
わった。それからの二〇余年、民主化しないかぎり、ＡＳＥＡＮや中国との密接な関係だけでは望ましい経済発展ができないことを、軍政は思い知らされた。軍政の首相であった現テインセイン大統領の諸改革が、上からの民主化あるいは自由化といわ る所以である。　
と
、
こ
こ
まで
は
い
わ
ゆ
る
「
大
文
字の
歴
史
」
の
お
話
で
あ
る
。だが
、
市
井の
人々
や
地
方の
村
人
た
ち
も
民
主
化
や
自
由
化に
一
役
買
っ
た
と
考
える
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。
農
地
国
有
化
法
の
時
代
か
ら
、
同
法
で
禁
止さ
れ
て
いた
農
地
の
売
買
、
貸
借
、
質
入
れ
等
が
実
際に
は
頻
繁に
行
わ
れ
てお
り
、
これ
が
二
〇
一
二
年
農
地
法
に
繋
が
っ
た
と
か
、農
民
が
籾
米
に
小
石
を
混
ぜ
たり
、
計
量
す
る役
人
に賄
賂
を
渡した
り
し
て
抵
抗
す
る
こと
によ
っ
て
、
強
制
供
出
制の
根
拠
と
な
っ
た国
家
農
産
物
交
易
公
社
法
が今
年
撤
廃さ
れ
たと
か
、
住
民
が
納
得
す
る人
を
選
ば
なけ
れ
ば
村
落
行
政
が
う
ま
く
機
能
し
な
いの
で
、
新
た
な
町
区
・
村
落
区
法
が
昨
年
制
定
さ
れ
た
と
か
と
い
っ
た
よ
う
に
、
名
も
な
き
人
々
の
下
から
の自
由
化や
民
主
化
へ
の圧
力
も
考
え
る必
要
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
現
在
進
行
中
の
農
地奪
還
運
動
や
宗
教
間
紛
争
に
対
する
理解
や
解
決
策
も
、
こ
う
し
た
人々
に
密
着
し
て
考
える
「
日
常の
政
治
経
済
学
」
な
し
に
は
生
ま
れ
て
こな
い
。地
域
研
究
者
の
真
骨
頂
が
問
わ
れ
る
分
野
が
こ
こ
に
は
あ
る
。
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